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(57)【要約】
【課題】浮き指を改善することができるオットマンを提
供する。
【解決手段】オットマン１は、本体部１０と、ベルト部
２０とを備えている。ベルト部２０は、本体部１０に取
り付けられている。本体部１０は、天面部ＴＰを含んで
いる。ベルト部２０は、天面部ＴＰに配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部と、
　前記本体部に取り付けられたベルト部とを備え、
　前記本体部は、天面部を含み、
　前記ベルト部は、前記天面部に配置されている、オットマン。
【請求項２】
　前記ベルト部に取り付けられたリング部をさらに備え、
　前記ベルト部は、前記リング部に挿入されており、
　前記リング部は、前記ベルト部に沿って移動可能に構成されている、請求項１に記載の
オットマン。
【請求項３】
　前記本体部は、側面部を含み、
　前記ベルト部は、前記側面部に配置されており、弾性部材により構成されており、かつ
前記ベルト部と前記側面部との間の間隔を伸縮可能に構成されている、請求項１または２
に記載のオットマン。
【請求項４】
　上記天面部は、平面状に構成されている、請求項１～３のいずれか１項に記載のオット
マン。
【請求項５】
　前記ベルト部は、前記本体部に着脱可能に取り付けられている、請求項１～４のいずれ
か１項に記載のオットマン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オットマンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、椅子またはソファなどの前方に置かれ、使用者の足を載せるオットマンが用いら
れている。足載せ台としてのオットマンは、たとえば、特開２０１０－５７８５３号公報
（特許文献１）に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－５７８５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　靴を履くことにより、立ったり歩いたりする際に地面から足指が浮いている状態となる
浮き指が問題となっている。上記公報に記載されたオットマンでは、浮き指を改善するこ
とは想定されていない。
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、浮き指を改善すること
ができるオットマンを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のオットマンは、本体部と、ベルト部とを備えている。ベルト部は、本体部に取
り付けられている。本体部は、天面部を含んでいる。ベルト部は、天面部に配置されてい
る。
【発明の効果】
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【０００７】
　本発明のオットマンによれば、ベルト部は、天面部に配置されている。このため、使用
者の足が本体部の天面部に載せられた状態で、使用者が足指でベルト部を掴むことにより
、足指の筋肉を鍛えることができる。これにより、浮き指を改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態に係るオットマンの天面部側から見た構成を概略的に示す斜
視図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るオットマンの底面部側から見た構成を概略的に示す斜
視図である。
【図３】本発明の実施の形態に係るオットマンの構成を概略的に示す正面図である。
【図４】本発明の実施の形態に係るオットマンの構成を概略的に示す側面図である。
【図５】本発明の実施の形態に係るオットマンの構成を概略的に示す平面図である。
【図６】本発明の実施の形態に係るオットマンの構成を概略的に示す底面図である。
【図７】図５のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿う断面図である。
【図８】本発明の実施の形態に係るオットマンのベルト部を使用者が足指で掴んだ状態を
概略的に示す平面図である。
【図９】本発明の実施の形態に係るオットマンのベルト部を足指が離した状態を概略的に
示す平面図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係るオットマンのリング部を使用者が足指で掴んだ状態
を概略的に示す平面図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係るオットマンのリング部を使用者が足指で掴んでスラ
イドさせる状態を概略的に示す平面図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係るオットマンの本体部の側面部とベルト部との間に足
が通された状態を概略的に示す斜視図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係るオットマンの本体部の側面部とベルト部との間に通
された足が広げられた状態を概略的に示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。なお、特に言及しない限り、以
下の図面において同一または対応する部分には同一の参照符号を付し、その説明を繰り返
さない。
【００１０】
　図１～図７を参照して、本実施の形態に係るオットマン１の構成について説明する。図
１は、本実施の形態に係るオットマン１の正面部、平面部、右側面部を示している。図２
は、本実施の形態に係るオットマン１の背面部、底面部、左側面部を示している。
【００１１】
　図１および図２に示されるように、本実施の形態に係るオットマン１は、椅子またはソ
ファなどの前方に置かれ、使用者の足を載せるように構成されている。オットマン１は、
足載せ台である。本実施の形態に係るオットマン１は、本体部１０と、ベルト部２０と、
リング部３０とを備えている。
【００１２】
　本体部１０は、略球台状に構成されている。本体部１０は、天面部ＴＰと、底面部ＢＰ
と、側面部ＳＰとを含んでいる。以下では、適宜、図１に示されるように、天面部ＴＰが
上側に位置し、底面部ＢＰが下側に位置した状態を基準にして、上下方向が規定される。
【００１３】
　本体部１０は、外装部１１と、ベルト通し部１２とを含んでいる。外装部１１にベルト
通し部１２が取り付けられている。
【００１４】
　本実施の形態では、４つのベルト通し部１２が側面部ＳＰに取り付けられている。４つ



(4) JP 2021-100501 A 2021.7.8

10

20

30

40

50

のベルト通し部１２は、本体部１０の平面視での径方向に天面部ＴＰを挟んで２つずつ配
置されている。本体部１０の平面視での径方向に天面部ＴＰを挟んで２つずつ配置された
一方側および他方側の２つのベルト通し部１２のそれぞれは、上下方向において側面部Ｓ
Ｐの天面部ＴＰおよび底面部ＢＰの間の中央より天面部ＴＰ側および底面部ＢＰ側に１つ
ずつ配置されている。
【００１５】
　ベルト通し部１２は略長方形状に構成されている。ベルト通し部１２は、ベルト通し部
１２の長手方向において、両端に配置された両端部と、両端部に挟まれた中央部とを含ん
でいる。ベルト通し部１２の両端部は外装部１１に固定されている。具体的には、ベルト
通し部１２の両端部は、外装部１１に縫い付けられている。ベルト通し部１２の中央部と
外装部１１の表面との間に隙間が設けられている。ベルト通し部１２の中央部は、外装部
１１に固定されていない。外装部１１とベルト通し部１２の中央部との間の隙間にベルト
部２０が挿通されている。
【００１６】
　ベルト部２０は、本体部１０に取り付けられている。ベルト部２０は、帯状に構成され
ている。ベルト部２０の厚みは、たとえば１ｍｍ以上１０ｍｍ以下である。ベルト部２０
は、天面部ＴＰに配置されている。本実施の形態では、ベルト部２０は、側面部ＳＰに配
置されている。本実施の形態では、ベルト部２０は、天面部ＴＰから側面部ＳＰの一方側
を通って底面部ＢＰに至り、側面部ＳＰの他方側を通って天面部ＴＰに至るように、本体
部１０の全周にわたって配置されている。ベルト部２０は全周でなくても良く、底面部Ｂ
Ｐを除く天面部ＴＰ、側面部ＳＰの両側に通されていれば、全周と同じ機能を発揮するこ
とができる。その場合、ベルト部２０は本体部１０に縫製または接着で固定することが好
ましい。
【００１７】
　本実施の形態では、ベルト部２０は、弾性部材により構成されている。ベルト部２０は
、ベルト部２０と側面部ＳＰとの間の間隔を伸縮可能に構成されている。ベルト部２０は
、本体部１０の側面部ＳＰに沿って延在している。ベルト部２０は、本体部１０の側面部
ＳＰに固定されていない。
【００１８】
　ベルト部２０の材料は、たとえばゴムである。また、ベルト部２０の材料は、たとえば
ポリエステルおよびラテックスでもよい。弾性率は０．５ＭＰａ以上１００ＭＰａ以下で
あれば良く、好ましくは３０ＭＰａ以上９０ＭＰａ以下である。
【００１９】
　本実施の形態では、ベルト部２０は、本体部１０に着脱可能に取り付けられている。ベ
ルト部２０の長手方向において、ベルト部２０の一方端部（第１端部）２１はベルト部２
０の他方端部（第２端部）２２側の部分に重なっており、ベルト部２０の他方端部（第２
端部）２２はベルト部２０の一方端部（第１端部）２１側の部分に重なっている。ベルト
部２０の一方端部（第１端部）２１側の部分および他方端部（第２端部）２２側の部分に
面ファスナー２３が設けられている。面ファスナー２３を着脱することによりベルト部２
０は本体部１０に着脱可能となる。
【００２０】
　リング部３０は、ベルト部２０に取り付けられている。リング部３０は、環状に構成さ
れている。ベルト部２０は、リング部３０に挿入されている。具体的には、ベルト部２０
は、リング部３０に囲まれた空間に挿入されている。リング部３０は、ベルト部２０に沿
って移動可能に構成されている。具体的には、リング部３０は、ベルト部２０の長手方向
に沿って移動可能に構成されている。また、リング部３０は、ベルト部２０に接した状態
で移動可能に構成されている。
【００２１】
　図３および図４に示されるように、天面部ＴＰは、本体部１０の上面を含んでいる。天
面部ＴＰは、平面状に構成されている。天面部ＴＰは、足指運動がしやすいように柔らか
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くなっている。底面部ＢＰは、本体部１０の下面を含んでいる。底面部ＢＰは、平面状に
構成されている。天面部ＴＰおよび底面部ＢＰの間に側面部ＳＰが配置されている。天面
部ＴＰと底面部ＢＰとは側面部ＳＰを挟んで向かい合っている。側面部ＳＰは、本体部１
０の径方向に天面部ＴＰおよび底面部ＢＰから外方に張り出している。側面部ＳＰは、上
下方向において天面部ＴＰおよび底面部ＢＰの間の中央で最も外方に張り出している。側
面部ＳＰは、本体部１０の平面視での周方向に均等に天面部ＴＰおよび底面部ＢＰから外
方に張り出している。
【００２２】
　図５に示されるように、本体部１０の天面部ＴＰは、平面視において略円形状に構成さ
れている。本体部１０の側面部ＳＰは、平面視において略円環状に構成されている。ベル
ト部２０は、天面部ＴＰ上において本体部１０の平面視で好ましくは中心付近を通り、径
方向に直線的に延在している。リング部３０は、ベルト部２０に沿って本体部１０の平面
視での径方向に直線的に移動可能に構成されている。
【００２３】
　図６に示されるように、本体部１０の底面部ＢＰは、平面視において略円形状に構成さ
れている。ベルト部２０の一方端部（第１端部）２１側の部分および他方端部（第２端部
）２２側の部分が重ねられた状態において、ベルト部２０の一方端部（第１端部）２１と
ベルト部２０の他方端部（第２端部）２２との間に面ファスナー２３が設けられている。
面ファスナー２３を着脱することによりベルト部２０を本体部１０に着脱することができ
る。ベルト部２０を本体部１０から取り外すことにより、ベルト部２０を洗濯することが
できる。また、面ファスナー２３を着脱することにより、ベルト部２０の長さを調整する
ことができる。
【００２４】
　図７に示されるように、本体部１０は、外装部１１の内側に配置された内装部１３と、
ウレタンチップ１４と、複数のマイクロビーズ１５とを含んでいる。内装部１３は、外装
部１１に覆われている。内装部１３の内側にウレタンチップ１４および複数のマイクロビ
ーズ１５が収容されている。ウレタンチップ１４は、円柱形状に構成されている。ウレタ
ンチップ１４は弾性を有している。ウレタンチップ１４は、内装部１３の内側の上端と下
端とにわたって延在している。ウレタンチップ１４は、内装部１３の内側の上端と下端と
に接している。複数のマイクロビーズ１５は、ウレタンチップ１４と内装部１３の内面と
の間に充填されている。複数のマイクロビーズ１５の材料は、たとえばポリスチレンであ
る。外装部１１の材料は、たとえばポリエステルである。
【００２５】
　図５～図７に示されるように、ウレタンチップ１４は、平面視において、本体部１０の
中央に配置されている。複数のマイクロビーズ１５は、本体部１０の平面視での周方向に
ウレタンチップ１４を取り囲むように配置されている。内装部１３は、ウレタンチップ１
４の周囲において本体部１０の平面視での周方向に複数の領域に均等に区分けされていて
もよい。これにより、複数のマイクロビーズ１５の偏りを防止することができる。内装部
１３は、たとえば８個の領域に区分けされていてもよい。
【００２６】
　本体部１０の平面視の直径は、たとえば４００ｍｍである。本体部１０の高さは、たと
えば３００ｍｍである。本体部１０の重量は、たとえば１５００ｇである。ウレタンチッ
プ１４の平面視の直径は、たとえば２５０ｍｍである。
【００２７】
　図８～図１３を参照して、本実施の形態に係るオットマン１を用いた運動について説明
する。
【００２８】
　図８および図９を参照して、使用者の足指の運動について説明する。この使用者の足指
の運動では、親指と人差し指との間にベルト部２０が挟まれる。この使用者の足指の運動
では、使用者の足が本体部１０の天面部ＴＰに載せられ、使用者がベルト部２０を足指で
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掴んだ状態とベルト部２０を足指が離した状態とが繰り返される。図８に示されるように
、使用者の足が本体部１０の天面部ＴＰに載せられた状態で、使用者がベルト部２０を足
指で掴むことにより足指の筋肉が鍛えられる。図９に示されるように、使用者の足が本体
部１０の天面部ＴＰに載せられた状態で、ベルト部２０を足指が離すことにより足指の筋
肉の緊張が緩和される。使用者の足が本体部１０の天面部ＴＰに載せられ、使用者がベル
ト部２０を足指で掴んだ状態とベルト部２０を足指が離した状態とが繰り返されることに
より足指の筋肉が鍛えられる。これにより、浮き指を改善することができる。
【００２９】
　図１０および図１１を参照して、使用者の足指の別の運動について説明する。この使用
者の足指の別の運動では、親指と人差し指との間にベルト部２０が挟まれる。この使用者
の足指の別の運動では、使用者の足が本体部１０の天面部ＴＰに載せられ、使用者がリン
グ部３０を足指で掴んだ状態でベルト部２０に沿ってリング部３０をスライドさせる。図
１０に示されるように、使用者がリング部３０を足指で掴んだ状態で足を伸ばすことによ
り、使用者はベルト部２０に沿ってリング部３０を前方にスライドさせる。図１１に示さ
れるように、使用者がリング部３０を足指で掴んだ状態で足を曲げることにより、使用者
はベルト部２０に沿ってリング部３０を後方にスライドさせる。このようにして、使用者
がリング部３０を足指で掴んだ状態でベルト部２０に沿ってリング部３０を前後にスライ
ドさせることにより足指の筋肉が鍛えられる。これにより、浮き指を改善することができ
る。
【００３０】
　図１２および図１３を参照して、使用者の足の運動について説明する。この使用者の足
の運動では、つま先は上を向いている。この使用者の足の運動では、本体部１０の側面部
ＳＰとベルト部２０との間に足が通された状態で足が開閉される。図１２に示されるよう
に、本体部１０の側面部ＳＰとベルト部２０との間に使用者の足が通される。図１３に示
されるように、本体部１０の側面部ＳＰとベルト部２０との間に使用者の足が通された状
態で足が外側に広げられる。これにより、使用者の足および尻の筋肉が鍛えられる。具体
的には、外転筋を重点的に鍛えることができる。
【００３１】
　次に、本実施の形態に係るオットマン１の作用効果について説明する。
　靴を履くことにより、立ったり歩いたりする際に足指が曲がり難いため、足指の地面を
掴む筋力が低下する。この結果、立ったり歩いたりする際に地面から足指が浮いている状
態となる浮き指が生じる。
【００３２】
　本実施の形態に係るオットマン１によれば、ベルト部２０は、本体部１０の天面部ＴＰ
に配置されている。このため、使用者の足が本体部１０の天面部ＴＰに載せられた状態で
、使用者が足指でベルト部２０を掴むことにより、足指の筋肉を鍛えることができる。こ
れにより、浮き指を改善することができる。
【００３３】
　そして、浮き指が改善されることにより体のぐらつきが抑えることができる。この結果
、足、膝および腰への負担を軽減することができる。
【００３４】
　また、本実施の形態に係るオットマン１では、ベルト部２０は本体部１０に取り付けら
れている。このため、使用者の足が本体部１０の天面部ＴＰに載せられた状態で、使用者
は足指でベルト部２０を掴んだり離したりすることが容易となる。
【００３５】
　また、本実施の形態に係るオットマン１では、オットマン１によりインテリア性を重視
しながら足指の筋肉を鍛えるトレーニングを行うことができる。
【００３６】
　また、本実施の形態に係るオットマン１では、使用者の足が本体部１０の天面部ＴＰに
載せられることで、足が高い位置に保たれるため、足の血行を促進することができる。こ
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のため、足の疲れを抑制することができる。さらに、足の疲れを抑制しながら、足指の筋
肉を鍛えることができる。
【００３７】
　本実施の形態に係るオットマン１によれば、リング部３０は、ベルト部２０に沿って移
動可能に構成されている。このため、使用者が足指でベルト部２０を掴んだ状態でベルト
部２０に沿ってリング部３０をスライドさせることにより、足指の筋肉を鍛えることがで
きる。これにより、浮き指を改善することができる。
【００３８】
　本実施の形態に係るオットマン１によれば、ベルト部２０は、ベルト部２０と側面部Ｓ
Ｐとの間の間隔を伸縮可能に構成されている。このため、ベルト部２０と側面部ＳＰとの
間に使用者の足が通された状態で足が外側に広げられることにより、使用者の足および尻
の筋肉を鍛えることができる。具体的には、外転筋を重点的に鍛えることができる。
【００３９】
　本実施の形態に係るオットマン１によれば、本体部１０の天面部ＴＰは、平面状に構成
されている。このため、使用者の足が本体部１０の天面部ＴＰに載せられた状態で、使用
者は足指でベルト部２０を安定して掴んだり離したりすることができる。また、使用者の
足が本体部１０の天面部ＴＰに載せられた状態で、使用者は足指でリング部３０を掴んだ
状態でベルト部２０に沿ってリング部３０を安定してスライドさせることができる。
【００４０】
　本実施の形態のオットマン１によれば、ベルト部２０は本体部１０に着脱可能に取り付
けられている。このため、ベルト部２０を本体部１０から取り外すことにより、ベルト部
２０を洗濯することができる。
【００４１】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることを意図され
る。
【符号の説明】
【００４２】
　１　オットマン、１０　本体部、１１　外装部、１２　ベルト通し部、１３　内装部、
１４　ウレタンチップ、１５　マイクロビーズ、２０　ベルト部、３０　リング部、ＢＰ
　底面部、ＳＰ　側面部、ＴＰ　天面部。
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